
第２学年 算数科学習指導案 
 

日 時 平成２０年１０月１０日(金) ５校時 
児 童 ２年２組 男１５名 女１４名 計２９名 

                   指導者 Ｔ１ 鈴木 亜紀子 Ｔ２ 藤舘 千春 
 
１ 単元名  10 新しい計算を考えよう（東京書籍 下ｐ2～23） 
 
２ 単元について 
（１） 教材について 

本単元は，学習指導要領第２学年［Ａ数と計算］（３）「乗法の意味について理解し，それを

用いることができるようにする。」に関する内容である。ここでは，乗法が用いられる実際の

場面を通して乗法の意味について理解できるようにすることや，乗法の意味に基づいて乗法九

九を構成したり，その過程で乗法九九について成り立つ性質に着目したりするなどして，乗法

九九を身につけ，１位数と１位数の乗法の計算が確実にできるようにすることをねらいとして

いる。 
第１学年では，「１０が６個で６０」などといった数の理解と関連づけて，１０のまとまり

をつくりその数を数えて総数を求めたり，２とびや５とびでも総数を求めたりするなど，同じ

まとまりの個数を数えてものの総数を求めるといった乗法の素地的な経験をしてきている。 
本単元では，このような経験に基づき，具体的な量ａをもとにしてａのｎ個分がｍであるこ

とをとらえ，これをａ×ｎ＝ｍと表現する活動へと導き，５の段，２の段，３の段，４の段の

九九を導入していく。 
九九を構成する学習については，おはじきやアレイ図を活用しながら乗法の意味理解を確実

なものにしたい。積を求める場合には，同数累加をはじめ，乗数と積の関係（乗数が１増える

と，積は被乗数分だけ増えること）にも着目させながら行い，九九の構成のしかたに気づき，

児童が自ら九九をつくり出すことを大切にしていきたい。 
 

（２） 児童について 
学級の児童は，新しい問題に対して，前時との違いを見つけたり，既習事項をもとに問題

を解決したりすることに意欲的に取り組んでいる。しかし，意味理解や計算速度，既習事項

の定着に差があり，個別指導の時間を設けてきた。また，自分の考えを説明することに苦手

意識をもつ児童もおり，分かっていても挙手をためらったり、自分の考えをどのように説明

したらよいのか戸惑ったりする様子が見られる。 
レディネステストの結果は，「５こずつ○で囲む」問題や，「５こずつのまとまりがいく

つできたか」について正答率が低いことが分かった。このことから，いくつでひとつのま

とまりになっているのか（「１つ分の数」）や，そのまとまりがいくつ分あるのか（「いくつ

分」）を絵や具体物の操作を通して，丁寧に指導する必要がある。 
〔レディネステストの結果〕 
番 号 問題の内容 正答率 備 考  
１（１） あめを５こずつ○で囲む ８６％ １０ずつ囲んでいる。 
（２） ５こずつのあつまりがいくつできたか ８２％ 全部の個数を答えてい

る。 
２ ３こずつのっている皿の４皿分の全部の数 ９６％  
３（１） １０とびの数 ９６％  
（２） ５とびの数 ９６％  
（３） ２とびの数 ９３％  

４（１） （未習）２の４つぶんはいくつか。立式 ７９％  
（２） （未習）２×４の答え ７１％  

５ （未習）５×５はいくつか ６１％ 同数累加で考えてい

た。 
 

７ 



（３）指導にあたって 
乗法が用いられる具体的な場面をおはじきで表したり，式に表したり，式から「１つ分の数」

「いくつ分」を読みとったりする活動を十分に行って，乗法の意味理解を確かなものにしてい

きたい。乗法の積を求めるときに，式を「～のいくつ分」としてとらえ，その答えを，被乗数

を乗数の数だけ累加して求めることができることに気づかせ，おはじきを使った操作活動，式，

乗法の積の求め方が関連のあるものとしてとらえさせたい。 
協力指導については，1 学期からＴＴの形態で授業を行っている。Ｔ１が一斉指導を行い，
Ｔ２が個別指導を要する児童を中心に行ってきた。本単元では，問題提示の場面やＴ２が誤答

を提示して答えの見通しを持たせる場面などで役割分担をし，学習効果をより高められるよう

にしている。 
本時で身につけさせたい算数的表現力は，「1つ分の数」×「いくつ分」として「全部の数」
の数を同数累加で求める計算のしかたを説明する力である。そのために，ペアで説明し合う場

面では，Ｔ１とＴ２が説明のしかたの見本を示し，安心して説明し合うことができるようにし

たい。また，練習問題を解く場面では，その説明のしかたを用いて問題を解くことができるよ

うにさせたい。 
 
３ 単元の目標 
○ 乗法の意味について理解し，それを用いることができる。 
［関心・意欲・態度］・乗法のよさについて気づき，ものの全体の個数をとらえるときに進んで

乗法を用いようとする。 
［数学的な考え方］ ・乗法九九が用いられる場合について，「1つ分の大きさ」「いくつ分」 

をとらえて全体の個数の求め方について考える。 

［表現・処理］   ・乗法が用いられる場合を，具体物や式で表すことができる。乗法九九 

（ ５，２，３，４の段）を構成し，確実に唱えることができる。 

［知識・理解］   ・乗法が用いられる場合を理解する。乗法九九（5，2，3，4の段）の構 

成のしかたを理解する。 

４ 教材の関連と発展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 



５ 指導計画（２２時間扱い） 

基

礎

・

基

本 

〔学習指導要領〕２年・Ａ（３）ア・イ・ウ 

〔指導のポイント〕 

 「１つ分の数」×「いくつ分」＝「全部の数」として乗法を意味づけ，乗法が用いられる 

場面について具体物や式で表すことができる。 

（１） 「１つ分の数」×「いくつ分」＝「全部の数」ととらえること 

（２） 同数累加をしてかけ算の答えを求めること 

（３） 乗数が１増えると，積は被乗数分だけ増えることにも着目し、九九を構成すること 

評

価

規

準 

〔関〕乗法のよさについて気づき，ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を用いよう

とする。 

〔考〕乗法九九が用いられる場合について，「１つ分の大きさ」「いくつ分」をとらえて全体の

個数求め方について考えることができる。 

〔表〕乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。 

   乗法九九（５，２，３，４の段）を構成し，確実に唱えることができる。 

〔知〕乗法が用いられる場合を理解することができる。 

   乗法九九（５，２，３，４の段）の構成のしかたを理解することができる。 

授業で見取る評価規準 

時

間 
学 習 目 標 指導形態 関心･意欲･

態度 

数学的な 

考え方 
表現・処理 知識・理解 

１

・

２ 

「１つ分の大きさ」「いく

つ分」をとらえられるよ

うにする。 

概念形成・

定着型ＴＴ 

 数量を「単位と

する大きさ」の

「いくつ分」と

とらえることが

できる。 

  

３

・

４ 

乗法の意味を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

概念形成・

定着型ＴＴ 

  乗法の場面とし

てとらえること

ができる場面を

乗法の式に表し

たり，式を読ん

だりすることが

できる。 

数量の関係を

「単位とする大

きさ」の「いく

つ分」ととらえ，

それを簡潔に表

したものが乗法

の式であると理

解している。 

５ 乗法の意味理解を確実に

する。 

概念形成・

定着型ＴＴ 

  乗法の場面とと

らえられる場面

を式に表した

り，乗法の式か

ら場面を表現し

たりすることが

できる。 

 

６

本

時 

乗法の答えは被乗数を乗

数の数だけ累加して求め

られることを理解する。 

概念形成・

定着型ＴＴ 

   乗法の答えを，

被乗数を乗数の

数だけ累加する

方法で求められ

ることを理解す

る。 

７ 乗法の場面としてとらえ

ることができる場面が，

身の回りに多くあること

を知るとともに，乗法の

意味の理解を確実にす

る。 

習熟度型 

ＴＴ 

学習内容を適切

に活用して，活

動に取り組もう

としている。  

   

９ 



８ ５の段の九九を構成す

る。 

概念形成・

定着型ＴＴ 

 

 

 

  ５の段の九九の

構成のしかたを

理解している。 

９

・

10 

 

５の段の九九を記憶し，

適用する。 

 

 

 

習熟度型 

ＴＴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５の段の九九を

唱えることがで

き，それを用い

て身の回りの問

題を解決するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

11 ２の段の九九を構成す

る。 

概念形成・

定着型ＴＴ 

 

 

 

 

 

５の段の九九と

同じ考えを用い

て２の段の九九

の構成を考えて

いる。 

 

 

 

２の段の九九の

構成のしかたを

理解している。 

12

・

13 

２の段の九九を記憶し，

適用する。 

習熟度型 

ＴＴ 

 

 

 

 

 

 ２の段の九九を

唱えることがで

き，それを用い

て身の回りの問

題を解決するこ

とができる。 

 

14 ３の段の九九を構成す

る。 

概念形成・

定着型ＴＴ 

 

 

 

 

 

乗法について成

り立つ性質を用

いて，九九の構

成のしかたにつ

いて考えてい

る。 

  

15

・

16 

３の段の九九を記憶し，

適用する。 

 

 

 

習熟度型 

ＴＴ 

  ３の段の九九を

唱えることがで

き，それを用い

て身の回りの問

題を解決するこ

とができる。 

 

17 ４の段の九九を構成す

る。 

概念形成・

定着型ＴＴ 

 

 

 乗法について成

り立つ性質を用

いて，九九の構

成のしたかたに

ついて考えてい

る。 

  

18 

・

19 

４の段の九九を記憶し，

適用する。 

習熟度型 

ＴＴ 

  ４の段の九九を 

唱えることがで

き，それを用い

て身の回りの問

題を解決するこ

とができる。 

 

20 

 

問題作りによる，式の読

みや式に表現することを

通して，５，２，３，４

の段の理解を深める。 

習熟度型 

ＴＴ 

乗法を用いる場

面をとらえた

り，言葉や式で

表現したりしよ

うとしている。 

乗法の場面とし

てとらえること

ができる場面を

見つけ，式に表

したり，乗法の

式を読んだりす

ることを通し

て，乗法の式の

意味について考

えている。 

  

10 



 
６ 本時の指導 
（１）目 標 乗法の答えは被乗数を乗数の数だけ累加して求められることを理解する。〔知識・理解〕 
 
（２）評価規準 

具体の評価規準 
評価規準 A B 支援 

乗法の答えを，被

乗数を乗数の数だけ

累加する方法で求め

ることができる。 
（観察・発言） 

乗法の答えを，被乗数

を乗数の数だけ累加す

る方法で求めることが

でき，「～のいくつ分」

として説明することが

できる 

乗法の答えを，被乗数

を乗数の数だけ累加す

る方法で求めることが

できる 
 

乗法の答えを，被乗数

を乗数の数だけ累加す

る方法を，半具体物を用

いて考えさせる 
 

 
（３）展開    

教師の働きかけ 
段階 学習内容と活動 T１ T2 

つ
か
む 

（
７
分
） 

１ 問題を把握する。 
 
 
 
 
 
 
・題意をつかみ、立式する。 
８×３ 

 
２ 課題を把握する。 
 
 
 

 
・具体物を提示して，「１つ

分の数」「いくつ分」を視

覚的にとらえさせる。 
 
 
・３袋分「全部の数」のパン

の枚数を求めることを確

かめ，かけ算になることを

確認させる。 

 
・問題文を提示する。 
 
 
 
 
・立式にとまどっている

児童には，「１つ分の

数」×「いくつ分」＝

「全部の数」になるこ

とを確認する。 

み
と
お
す
（
５
分
） 

３ 解決方法の見通しをもつ。 
「１つ分の数」「いくつ分」 
・おはじきで 
・図にかいて 
・たし算をして 

・全部で何枚になりそうか答

えの予想をさせる。 
・Ｔ２の誤答をもとに，「１

つ分」「いくつ分」をとら

えさせ，解決方法の見通し

をもたせる。 

 
 
・Ｔ２が誤答を提示し， 

１１枚にならないこと

を確認する。 

か
ん
が
え
る
（
２０
分
） 

４ 課題解決をする。 
（１） 自力解決をする。 
 
（２） 学びあいをする 
・おはじきを使って説明する。 
・図で説明する。 
・たし算で説明する。 

・自力解決の方法を見取り，

必要に応じて個別指導を

行う。 
・「１つ分の数」「いくつ分」 
を明確にして説明させる。 

 

・自力解決に戸惑ってい

る児童に個別指導をす

る。 
 
 

 

21 

  

学習内容を確実に身につ

ける。 

習熟度型 

ＴＴ 

  学習内容を正し

く用いて，問題

を解決すること

ができる。 

 

22 

 

学習内容の理解を確認す

る。 

習熟度型 

ＴＴ 

   基本的な学習内

容について理解

している。 

８×３の答えのもとめ方を考

えよう。 

１ふくろにパンが８まいず

つ入っています。 
３ふくろではパンは何まい

になりますか。 

11 



 

・共通点を言葉でまとめる。 
 
・８×３の答えの求め方をペアで

説明しあう。 
 
＜説明のしかた＞ 
「１つ分の数」は８です。 
「いくつ分」は３です。 
８の３つ分で８＋８＋８。 
答えは２４です。 

 
 
 
 
５ 8×3の答えの求め方をまとめ
る。 

 

 
・説明のしかたを提示し，ペ

アで説明する時の参考に

させる。 
 
・説明の仕方に戸惑っている

児童には，説明のしかたの

ヒントカードを見せなが

ら説明させる。 
 
 
・８の３つ分として８×３の

答えの求め方を説明でき

たか。（観察・記録） 

 
・Ｔ１Ｔ２でペアになり 
説明のしかたを指導

する。 
 
・説明の仕方に戸惑って

いる児童には，説明の

しかたのヒントカー

ドを見せながら説明

させる。 
 
・８の３つ分として８× 
３の答えの求め方を

説明できたか。 
（観察・記録） 

た
し
か
め
る
（
１０
分
） 

６ 練習問題を解く。 
 
 
 
練習問題④（１）４×５ 

（２）３×７ 
（３）２×９ 

練習問題⑤ ７×４ 

 
 
 
 
・④の（１）は「１つ分の

数」「いくつ分」を全員で

確認し，「～のいくつ分」

として被乗数を乗数の数

だけ累加する方法で求め

ることを確認する。 
・「～のいくつ分」として説

明しながら解くことがで

き た かを 確か める 。             

（観察・記録） 
 
・戸惑っている児童には， 
計算手順のカードを見な

がら一緒に唱えさせて計

算させる。 
 
・学級の半分を机間指導す

る。（窓側） 
 

 
 
 
 
・半具体物を提示して

問題を視覚的にとら

えさせる。 
 
 
 
・「～のいくつ分」とし

て説明しながら解く

ことができたかを       

確かめる。 
（観察・記録） 

・戸惑っている児童に

は，計算手順のカー

ドを見ながら一緒に

唱えさせて計算させ

る。 
・学級の半分を机間指

導する。（廊下側） 

８×３の答えは８の 3 つ分で
８＋８＋８の計算でもとめる

ことができます。 

（評）被乗数を乗数の数だけ累加する方法で求

めることができたか。 
かけ算のしきに書いて，答

えをもとめましょう。 

（評）「１つ分の数」「いくつ分」をとらえ，「～

のいくつ分」として説明しながら被乗数

を乗数の数だけ累加する方法で答えを求

めることができたか。 

12 



ま
と
め
る
（
３
分
） 

７ 学習のまとめをする 
（１）まとめを確かめる。 
 
 
 
 
 
 
（２）学習感想を発表する。 
 
８ 次時の学習の見通しを持つ。 

・かけ算の答えは「～のいく

つ分」として，被乗数を乗

数の数だけ累加する方法

で求めることができるこ

とを確認させる。 
 
 
 
・学習の感想を発表させる。 
 
 
・次時の学習は，身の周り

でかけ算に表すことがで

きる場面を見つけること

を伝える。 

・まとめを提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
・「～のいくつ分」とし

て説明しながら問題

を解くことができた

点を紹介することに

より，次時への意欲

につなげる。 

 
（４）板書計画 

               
 ○ま  
 
 
 
 
○か（８×３の答えの求めかたを考えよう。）                          
  
しき８×３＝２４    おはじき     たし算をして 
                               練習問題 
 答え  ２４まい 

              図にかいて             ④（１） 
 ほうほう 
・ おはじきで 
・ 図にかいて 
・ たし算をして 

 

「１つ分の数」を「いくつ分」

の数だけたしていくと「ぜんぶ

の数」をもとめることができ

る。 

１ふくろにパンが８まい

ずつ入っています。 
３ふくろでは，パンは何ま

いになりますか。 

８×３の答えは８の３つ

分で８＋８＋８のけい算で

もとめることができる。 


